
「
木
曽
路
は
す
べ
て
山
の
中
…
」
で
始
ま
る
藤

村
の
名
作
「
夜
明
け
前
」
　
の
舞
台
と
な
っ
た
木

曽
路
が
今
回
の
親
睦
旅
行
の
目
的
地
に
選
ば

れ
た
。総

勢
1
5
1
名
を
乗
せ
た
4
台
の
バ
ス
は

降
り
し
き
る
雨
の
中
を
新
東
名
、
東
名
、
中
央

高
速
を
ひ
た
走
り
木
曽
路
へ
と
向
か
っ
た
。

木
曽
街
道
の
宿
場
町
は
、
あ
い
に
く
の
雨
の

中
に
煙
っ
て
い
た
。

雨に煙った妻籠宿

今
を
盛
り
の
紅
葉
も
車
窓
か
ら
の
眺
め
と
な

っ
た
。親

睦
旅
行
の
目
玉
と
も
言
う
べ
き
昼
食
宴
会

の
会
場
は
妻
籠
宿
近
く
の
豪
華
な
ホ
テ
ル
だ
っ

た
。
北
欧
風
の
外
観
、
和
を
基
調
と
し
た
部
屋
、

さ
ら
に
は
1
5
0
ト
ン
の
石
を
く
り
抜
い
て
作

っ
た
と
言
わ
れ
る
石
風
呂
、
巨
石
を
四
囲
に
配

し
、
カ
エ
デ
や
モ
ミ
ジ
に
彩
ら
れ
た
大
庭
園
風
呂

な
ど
ス
ペ
シ
ャ
ル
な
空
間
と
時
間
を
満
喫
出
来

た
。
こ
だ
わ
り
の
地
ビ
ー
ル
も
旨
か
っ
た
。

毎
年
、
こ
の
季
節
に
行
わ
れ
る
親
睦
旅
行
、
企

画
か
ら
当
日
の
雑
用
奉
仕
ま
で
事
務
所
の
ス
タ

ッ
フ
の
．
皆
さ
ま
の
ご
苦
労
に
感
謝
申
し
上
げ
た

ヽ

1

　

0

今
日
の
楽
し
か
っ
た
思
い
出
を
土
産
に
そ
れ

ぞ
れ
が
家
路
に
就
く
頃
に
は
雨
も
上
が
り
晩
秋

の
夜
空
に
星
が
輝
い
て
い
た
。



役
員
の
視
察
研
修

深
谷
市
S
C
を
訪
問

家
事
支
援
・
農
作
業
の

要
望
が
増
加

親
睦
を
深
め
る
サ
ー
ク
ル
活
動

本
年
度
の
役
員
研
修
は
、
埼
玉
県

の
深
谷
市
を
視
察
し
ま
し
た
。

深
谷
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

は
、
深
谷
市
が
平
成
1
8
年
に
隣
接

す
る
岡
部
・
川
本
・
花
園
の
三
町
と
の

合
併
を
機
に
1
市
3
町
の
シ
ル
バ
ー

研
修
会
で
は
、
深
谷
市
の
小
島
市

長
か
ら
歓
迎
の
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
、

そ
の
後
、
両
市
の
事
業
説
明
や
当
面

す
る
課
題
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
を

行
な
い
、
今
後
の
運
営
に
役
立
つ
研

修
に
な
り
ま
し
た
。

深
谷
市
は
、
全
域
が
平
坦
な
大
地

に
恵
ま
れ
て
、
工
場
や
事
業
所
は
少

な
く
、
野
菜
の
栽
培
・
花
井
園
芸
の

畑
作
が
盛
ん
な
地
域
の
よ
う
で
す
。

人
口
の
高
齢
化
に
よ
っ
て
セ
ン
タ

ー
へ
の
要
望
は
、
農
家
か
ら
の
作
業

や
、
屋
内
の
清
掃
・
家
事
援
助
的
な

仕
事
が
増
え
て
い
る
よ
う
で
す
。

今
後
の
取
り
組
み
は
、
セ
ン
タ
ー

の
自
主
・
自
立
を
目
指
し
首
都
圏
に

近
い
地
帯
の
特
性
を
活
か
し
た
就
業

開
拓
の
推
進
に
努
め
な
が
ら
、
会
員

《参 加　者 大 募 集 》

生

業

くり

野 菜 栽 培 な ど の 農 作

産する楽しみ　と　健康・生きがいづ

平
成
2
5
年

度
か
ら
の
企
画

提
案
事
業
と
し

て
〝
健
康
・
生

き
が
い
シ
ル
バ

ー
農
業
″
の
就

業
活
動
に
取
り

組
む
計
画
を
し

て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、

市
内
の
農
家
か

ら
耕
作
放
棄
地

を
借
り
受
け
て
、

農
地
を
有
効
に

活
用
し
て
野
菜

作
り
な
ど
の
農

作
業
を
、
シ
ル
バ
ー
会
員
が
共
同
で

相
互
の
親
睦
を
深
め
る
サ
ー
ク
ル
活
　
仙

動
に
も
努
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
　
竿

こ
の
研
修
の
後
、
渋
沢
栄
一
記
念

館
を
見
学
し
ま
し
た
。

渋
沢
栄
一
翁
は
、
深
谷
市
の
出
身

で
、
江
戸
末
期
か
ら
明
治
・
大
正
・

昭
和
の
初
め
ま
で
、
日
本
経
済
・
産

業
の
発
展
に
多
く
の
業
績
を
上
げ
ら

れ
た
偉
大
な
実
業
家
で
す
。
深
谷
市

は
、
渋
沢
翁
の
そ
の
功
績
を
讃
え
、

記
念
館
に
遺
品
な
ど
を
展
示
し
顕
彰

さ
れ
て
お
り
感
銘
し
ま
し
た
。

〔

楽しい芋切干し加工作業

行
な
う
事
業
で
す
。

本
年
度
は
、
高
岡
地
区
の
農
地
を

お
借
り
し
て
試
験
的
に
枝
豆
や
さ
つ

ま
芋
な
ど
を
栽
培
し
、
ま
ず
ま
ず
の

収
穫
を
上
げ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

来
年
度
は
、
こ
の
経
験
を
参
考
に

し
て
こ
の
事
業
を
さ
ら
に
拡
げ
、
市

内
の
3
か
所
（
平
島
・
高
洲
・
高
岡
）

の
遊
休
農
地
を
借
り
受
け
、
会
員
の

皆
さ
ん
に
大
勢
参
加
し
て
い
た
だ
き
、

農
作
物
の
栽
培
体
験
を
し
な
が
ら
、

ご
自
分
の
健
康
づ
く
り
・
生
き
が
い

づ
く
り
、
そ
し
て
、
作
物
を
生
産
す

る
喜
び
・
楽
し
み
を
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
農
業
支
援

の
就
業
活
動
に
、
ぜ
ひ
　
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
農
作

業
の
未
経
験
の
方
も
大
歓
迎
で
す
。

こ
の
事
業
を
理
解
さ
れ
て
、
参
加
し

た
い
方
は
、
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◆
　
来
年
度
の
事
業

（
作
付
け
計
画
の
予
定
）

〔
平
島
〕
　
さ
つ
ま
芋
な
ど

〔
高
洲
〕
　
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
な
ど

〔
高
岡
〕
　
も
ち
米
・
黒
豆
な
ど

◇
　
作
業
な
ど
の
詳
し
い
内
容
は
、

応
募
さ
れ
た
皆
さ
ん
に
、
改
め
て

説
明
い
た
し
ま
す
。
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◆
　
事
業
推
進
委
員
会
・
就
業
開
拓
の
活
動
　
◆

事
業
所
へ
就
業
の
〝
お
礼
と
お
願
い

市
民
の
皆
さ
ん
こ

■

■

l

シ
ル
バ
ー
事
業
P

、き二㍍立，．＿

市
内
の
企
業
・
事
業
所
や
市
民
の

皆
さ
ん
に
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
の
仕
事
を
P
R
し
て
、
会
員
の
就

業
率
を
向
上
さ
せ
た
い
と
い
う
目
的

で
、
1
0
月
か
ら
1
1
月
に
か
け
て
、

事
業
所
や
自
治
会
の
皆
さ
ん
に
、
シ

ル
バ
ー
事
業
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を

お
願
い
す
る
訪
問
活
動
を
行
な
い
ま

し
た
。こ

の
活
動
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
の
第
2
次
中
長
期
計
画
が
、

レンタル機器の整備作業

本
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
の

で
、
こ
の
活
動
に
取
り
組
む
〝
　
事
業

推
進
委
員
会
　
″
が
中
心
に
な
っ
て
実

施
し
ま
し
た
。

会
員
の
勤
勉
・
誠
実
な

仕
事
ぶ
り
に
信
頼

現
在
、
会
員
の
皆
さ
ん
が
就
業
し

て
い
る
市
内
の
企
業
・
事
業
所
に
は
、

4
2
2
か
所
へ
8
3
0
人
の
方
が
就

業
し
て
お
り
、
日
頃
の
皆
さ
ん
の
真

面
目
な
仕
事
ぶ
り
が
高
く
評
価
さ
れ
、

事
業
所
の
方
々
か
ら
感
謝
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

家
事
援
助
の
依
頼
が
増
え
る

近
年
　
高
齢
者
世
帯
が
増
え
て
い

ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
家

事
援
助
の
依
頼
が
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
、
市
民
の
日
常
生
活
に

役
立
つ
よ
う
な
支
援
も
推
進
し
た
い

と
考
え
て
、
自
治
会
・
町
内
会
役
員

の
方
々
に
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
の
理
解
と
協
力
を
お
願
い
し
て
、

シ
ル
バ
ー
家
事
援
助
事
業
の
内
容
を

お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。

施設への送迎を車で行う運転者

わ
た
し
の
職
場

〝
　
き
す
み
れ
の
里
　
″

奉
仕
の
気
持
ち
で
仕
事
に
誇
り

岡
部
北
地
区
　
池
　
田
　
章

社
会
福
祉
協
議
会
が
運
営
す
る
生

き
が
い
対
応
型
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
　
「
き

す
み
れ
の
里
」
　
は
、
岡
部
町
内
谷
に

あ
り
ま
す
。

「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
・
お
待

た
せ
し
ま
し
た
・
足
元
に
注
意
し

て
お
乗
り
く
だ
さ
い
。
」
　
こ
の
よ
う

な
朝
の
挨
拶
か
ら
、
私
た
ち
の
作
巣

が
始
ま
り
ま
す
。

こ
の
き
す
み
れ
の
里
は
、
6
5
歳
以

上
の
方
が
、
介
護
保
険
適
応
な
し
で
、

l
日
を
楽
し
く
過
ご
す
こ
と
の
出
来

る
と
こ
ろ
で
、
現
在
8
0
名
程
の
方

が
利
用
し
て
お
り
、
全
員
女
性
ば
か

り
で
す
が
、
9
0
歳
以
上
の
方
も
通

っ
て
い
ま
す
。

私
の
勤
務
は
、
利
用
者
を
送
迎
す

る
車
の
運
転
で
す
。
毎
週
月
曜
日
か

ら
金
曜
日
ま
で
の
5
日
間
を
2
人
で

交
代
し
な
が
ら
、
朝
の
迎
え
に
1
時

間
3
0
分
・
午
後
の
帰
り
に
1
時
間

3
0
分
、
1
日
約
3
時
間
の
勤
務
と

な
っ
て
い
ま
す
。

送
迎
車
の
運
転
中
は
、
大
変
神
経

を
使
い
ま
す
。

仕
事
中
は
、
利
用
者
の
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
の
着
用
・
走
行
中
の
急
ブ
レ
ー

キ
急
ハ
ン
ド
ル
の
注
意
、
ま
た
乗

車
・
下
車
時
に
転
倒
し
な
い
よ
う
に

見
守
る
こ
と
な
ど
、
常
に
安
全
第

一
・
事
故
防
止
に
心
掛
け
て
い
ま
す
。

送
迎
中
の
車
内
で
は
、
い
つ
も
世

間
話
や
昔
の
戦
時
中
の
話
題
な
ど
に

花
が
咲
き
、
笑
い
が
絶
え
ま
せ
ん
。

利
用
者
の
皆
さ
ん
を
全
員
指
定
さ

れ
た
場
所
に
送
り
、
1
日
の
仕
事
が

無
事
に
終
了
し
た
時
の
満
足
感
は
、

と
て
も
気
持
ち
良
く
、
ほ
っ
と
し
ま

す
。
こ
の
職
場
は
、
多
く
の
皆
さ
ん

の
た
め
に
役
立
つ
施
設
で
あ
り
、
良

い
仕
事
に
巡
り
合
え
た
こ
と
が
一
番

の
幸
せ
で
、
感
謝
し
て
い
ま
す
。
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軸
会
だ
き
り

2
4
年
5
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た
藤

薫
会
の
第
一
回
大
会
は
、
1
0
月
9

日
秋
風
爽
や
か
な
岡
部
巨
石
の
森
グ

ラ
ウ
ン
ド
に
て
会
員
2
0
名
の
参
加

の
も
と
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
和
気

あ
い
あ
い
の
中
に
も
真
剣
に
ゲ
ー
ム

は
行
わ
れ
ま
し
た
。
ゲ
ー
ム
後
に
は

そ
れ
ぞ
れ
の
成
績
順
位
に
応
じ
て
賞

品
が
渡
さ
れ
成
功
裡
に
第
一
回
大
会

を
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

藤
薫
会
で
は
、
今
後
も
年
2
回
の

大
会
（
春
・
秋
）
を
予
定
し
て
お
り
ま

す
の
で
ご
期
待
く
だ
さ
い
。
尚
、
引

き
続
き
会
員
の
募
凛
も
し
て
お
り
ま

す
。
特
に
女
性
会
員
の
入
会
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

第
一
回
大
会
の
入
賞
者
は
次
の
通
り

岡部巨石の森公園にて

マ
イ
パ
ソ
」
、
甘
膚

（
会
員
募
集
）

総
合
優
勝

男
性
1
位

〃
2
位

〃
3
位

女
性
1
位

〃
2
位

〃
3
位

碓
井
直
次

飯
田
正
次
郎

池
田
　
章

椙
山
貞
夫

石
川
よ
し
子

有
賀
美
津
江

里
見
三
津
江

書
道
と
は
、
先
ず
字
を
上
手
に
書

き
た
い
と
い
う
動
機
か
ら
入
り
錬
成

の
過
程
を
経
て
、
自
ら
の
技
を
芸
術

の
域
に
ま
で
昇
華
さ
せ
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
道
程
を
い
う
の
で
す
。

写
経
に
は
書
道
の
よ
う
に
字
を
上

手
に
書
き
た
い
な
ど
と
い
う
邪
心
は

な
い
。
も
と
も
と
は
仏
教
経
典
を
書

き
写
す
こ
と
に
よ
る
僧
侶
の
修
行
の

ひ
と
つ
で
あ
っ
た
が
、
現
在
で
は
心

豊
か
な
趣
味
と
し
て
広
く
親
し
ま
れ

て
い
ま
す
。

書
道
部
で
は
今
後
　
「
写
経
」
　
も
教

科
の
一
つ
と
し
て
採
り
入
れ
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
皆
様
の
ご
入
会
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

〔
■

自
然
に
親
し
み

出
会
い
と
感
動
を
求
め
て
！

私
た
ち
ハ
イ
キ
ン
グ
部
は
、
部
員

数
3
6
名
う
ち
女
性
2
6
名
・
男
性

1
0
名
、
元
気
印
の
仲
間
達
で
す
。

年
間
の
行
事
は
、
ま
ず
4
月
最
初

の
総
会
、
春
の
近
傍
ハ
イ
キ
ン
グ
、

夏
期
の
納
涼
会
、
皆
さ
ん
が
楽
し
み

に
し
て
い
る
1
泊
ハ
イ
キ
ン
グ
、
年

末
の
忘
年
会
、
早
春
の
梅
見
ハ
イ
キ

ン
グ
等
年
間
5
～
6
の
行
事
を
や
っ

て
い
ま
す
。

ハ
イ
キ
ン
グ
部
は
皆
さ
ん
の
体
力

に
応
じ
た
無
理
の
な
い
計
画
を
立
て

て
楽
し
く
安
全
な
活
動
を
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
皆
様
お
気
軽
に
お

申
込
み
下
さ
い
。

今
後
の
日
程
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

平
成
2
5
年
2
月
～
5
月

2
月
9
日
　
（
土
）
　
2
3
日
　
（
土
）

3
月
9
日
　
（
土
）
　
2
3
日
　
（
土
）

4
月
1
3
日
　
（
土
）
　
2
7
日
　
（
土
）

5
月
1
1
日
　
（
土
）
　
2
5
日
　
（
土
）

時
間
は
、
全
て
午
後
1
時
3
0
分
～

1
5
時
3
0
分

場
所
は
、
シ
ル
バ
ー
二
階

会
費
は
、
年
三
〇
〇
〇
円

4

白山スーパー林道集合写真
感動の景観に人生得をした気持
ちと言う会員がいました

＿

｝

一

■

皆
さ
ん
は
、
「
結
晶
知
能
」
と
い
う

言
葉
を
ご
存
じ
で
す
か
。
人
は
老
い

る
に
従
い
、
体
の
中
の
あ
ら
ゆ
る
機

能
が
衰
え
て
き
ま
す
が
、
「
結
晶
知

能
」
　
と
い
う
過
去
の
経
験
に
基
づ
い

て
獲
得
し
た
能
力
は
、
思
考
を
深
め

る
こ
と
を
や
め
な
い
限
り
、
衰
え
る

ど
こ
ろ
か
加
齢
と
と
も
に
む
し
ろ
高

ま
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す

年
も
改
ま
り
ま
し
た
。
会
員
一
人

ひ
と
り
が
　
「
結
晶
知
能
」
　
を
そ
れ
ぞ

れ
の
持
ち
場
で
存
分
に
発
揮
さ
れ
ま

す
よ
う
祈
念
い
た
し
ま
す
。


